
 

202５年５月１日 
 

［小島基金］リカレント教育支援制度について 

 

 小島盛男様からのご寄付を貴重な財源として、“令和 10 年プロジェクト”を  

推進しています。プロジェクトの一環として、リカレント教育支援制度を設けてお

り、博士号取得を目的として大学院に在学中の、企業もしくは公設試験研究機関に

所属する研究者の方を対象に、下記の通り奨学金を給付します。 

記 
 

支援対象： 下記のすべてを満たす方のうち、若干名 

① 繊維学会の正会員であること 

② 企業もしくは公設試験研究機関に所属していること 
③ 博士号取得を目的として大学院に在学中であること 

④ 研究内容（研究の目的、および、 

繊維分野との関係や波及効果等を必ず記載すること） 

⑤ 繊維学会での発表実績、および、これまでの論文投稿実績 

（繊維学会に限らない） 

⑥ 奨学金を必要とする理由   

    

支援方法：  奨学金として４0 万円を支給し（１人１回限り）、J JFST への投稿を

３年間無料とします。 

選考方法： 繊維学会運営委員会にて、研究内容が繊維学会の対象分野に合致 

するか否か等を審議し、採否を決定します。 
応募方法：  202５年６月３０日（月）までに、①対象者氏名、②所属企業もしくは 

機関名、③博士号取得予定の大学院名、④指導教員、⑤研究内容  

（Ａ４・１枚程度）を、応募先までメールにて連絡ください。 

被支援者の義務： 被支援者は、以下の義務を履行する必要があります。 

① 繊維学会主催行事への参加(種類や回数は問わない) 

② 研究成果の JFST への投稿（１報以上） 

その他：  採用が決定し奨学金をお支払いする前に、在学証明書を提出いただき

ます。また、特別の事情がない限り、採用者の氏名を学会誌に掲載い

たします。奨学金は原則、個人名義の銀行口座への振込とします。 

 

応募連絡先： 繊維学会事務局（ office[at]fiber.or.jp） 

[at]を＠に変えてお送りください。 


